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お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
運
営

支
援
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
介
護
保
険

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

第
3
期
介
護
保
険
事
業
計
画
に
よ

り
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た
高
齢

者
が
、
可
能
な
限
り
自
宅
で
生
活

が
送
れ
る
よ
う
支
援
し
、
施
設
依

存
型
か
ら
在
宅
福
祉
型
重
視
へ
の

移
行
を
踏
ま
え
、
計
画
に
基
づ
く

適
正
な
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま

た
、
昨
年
同
様
、
生
き
が
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
や
転
倒
防
止
教
室
、

全
道
で
も
札
幌
市
と
本
町
の
2
自

治
体
が
先
進
的
に
実
施
し
て
い
る

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
は
、
高

齢
者
な
ど
の
多
重
債
務
の
救
済
や

日
常
的
な
金
銭
管
理
を
行
う
業
務

な
ど
社
会
福
祉
協
議
会
内
に
設
置

し
て
あ
る
生
活
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
継
続

し
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

高
齢
者
事
業
団
は
、
高
齢
者
の

生
き
が
い
や
社
会
参
加
を
目
的
と

し
て
運
営
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

道
補
助
金
が
全
額
削
減
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
年
度
は
運
営
を
維
持

す
る
た
め
の
削
減
分
を
町
費
で
補

 
填 
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
平
成　

て
ん

20

年
度
以
降
で
、
社
団
法
人
の
設
立

に
つ
い
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
適
正
な

指
導
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

□
子
育
て
支
援

子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、

急
速
に
進
む
少
子
化
の
中
で
、
平

成　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

17
「
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計

画
」
に
基
づ
き
、
町
内
で
子
育
て

を
す
る
人
が
安
心
し
て
楽
し
く
子

育
て
が
で
き
る
条
件
整
備
の
た
め
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
を
は

じ
め
、
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
活
動
支

援
、
す
き
や
き
隊
活
動
な
ど
の
支

援
事
業
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
会

の
家
庭
教
育
支
援
と
連
携
し
子
育

て
支
援
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

更
に
、
国
の
少
子
化
に
対
す
る

取
り
組
み
と
し
て
、
児
童
手
当
の

乳
幼
児
加
算
が
創
設
さ
れ
、
3
歳

未
満
の
第
1
子
、
第
2
子
に
対
す

る
手
当
て
が
倍
増
さ
れ
ま
す
。

□
障
害
者
福
祉

障
害
者
自
立
支
援
法
が
、
平
成

　

年　

月
か
ら
本
格
施
行
さ
れ
て
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お
り
、
こ
れ
ま
で
身
体
、
知
的
、

精
神
の
障
害
ご
と
に
分
か
れ
て
い

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
一
元
化
さ
れ
、

障
害
者
の
日
常
生
活
を
支
援
す
る

基
礎
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
自
立

支
援
給
付
」
と
、
外
出
時
の
移
動

支
援
や
相
談
業
務
な
ど
の
「
地
域

生
活
支
援
事
業
」
の
2
区
分
に
分

け
ら
れ
、
利
用
者
に
は
福
祉
サ
ー

ビ
ス
費
用
の
原
則
1
割
負
担
が
求

め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
「
地
域
生
活
支
援
事

業
」
に
つ
い
て
は
、
圏
域
5
市
町

村
の
共
同
委
託
事
業
と
し
て
富
良

野
市
内
の
社
会
福
祉
法
人
に
委
託

し
、
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
の
で
、
所
要
の
予
算

を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
福
祉
法
人
南
富
良

野
大
乗
会
で
は
、
民
間
補
助
金
と

町
の
支
援
に
よ
り
、
地
域
生
活
支

援
と
就
労
支
援
の
場
と
す
る
障
害

者
支
援
施
設
「
な
ん
ぷ
〜
香
房　

森
の
パ
ン
屋
」
が
4
月
の
オ
ー
プ

ン
に
向
け
て
建
設
中
で
あ
り
、
道

の
駅
周
辺
が
活
性
化
さ
れ
る
も
の

と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

次
に
、
次
代
を
築
く
子
ど
も
達

の
学
力
向
上
や
生
き
る
力
を
育
む

教
育
の
実
践
と
あ
ら
ゆ
る
世
代
の

人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
あ
わ
せ
て
楽
し
く
学
び
楽

し
む
文
化
の
町
を
め
ざ
す
、
い
き

い
き
の
南
富
良
野
―
学
び
楽
し
む

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

□
学
校
教
育
・
生
涯
学
習

国
に
お
い
て
は
教
育
再
生
の
た

め
の
検
討
が
行
わ
れ
お
り
ま
す
が
、

急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
の
中
で
、

次
代
を
担
う
子
ど
も
達
の
教
育
環

境
と
高
齢
者
が
生
き
が
い
の
あ
る

充
実
し
た
生
活
を
送
る
学
習
環
境

づ
く
り
は
、
成
熟
化
社
会
に
お
い

て
重
要
で
あ
り
、
教
育
委
員
会
の

方
針
を
尊
重
し
、
第
4
次
総
合
計

画
の
基
本
方
針
に
沿
い
教
育
環
境

の
充
実
に
、
よ
り
一
層
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

南
富
良
野
高
等
学
校
は
、
三
段

階
の
「
習
熟
度
別
学
習
」
や
「
類

型
選
択
授
業
」
に
取
り
組
み
、
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
か
な
学

習
指
導
と
ア
ウ
ト
ド
ア
ガ
イ
ド
や

訪
問
介
護
士
資
格
取
得
認
定
校
の

指
定
を
受
け
る
な
ど
地
域
性
や
時

代
要
請
に
応
え
る
べ
く
、
特
色
の

あ
る
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
の
中
で
学
校
運

営
の
基
本
と
な
る
生
徒
確
保
の
た

め
の
通
学
費
と
資
格
取
得
検
定
料

に
対
す
る
助
成
や
国
際
交
流
派
遣

事
業
に
つ
い
て
も
、
継
続
し
て
実

施
す
る
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し

い
き
い
き
の
南
富
良
野

学
び
楽
し
む
文
化
の
ま
ち

にこにこ学にこにこ学級級
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た
。公

民
館
図
書
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
は
、
圏
域
5
市
町
村
の
広
域

連
携
の
取
り
組
み
に
よ
り
、
蔵
書

の
有
効
活
用
や
充
実
な
ど
の
利
用

効
果
を
高
め
る
た
め
、
引
き
続
き

圏
域
市
町
村
住
民
の
相
互
利
用
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

沖
縄
県
本
部
町
と
の
交
流
は
、

平
成
8
年
の
「
友
好
の
町
」
盟
約

調
印
か
ら　

年
目
と
な
り
、
子
ど

11

も
達
の
交
流
も　

回
目
を
数
え
て

16

お
り
ま
す
の
で
、
総
合
的
学
習
と

し
て
の
相
互
交
流
で
見
聞
を
広
め
、

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
に
よ
る
家
族
間
交

流
に
も
発
展
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
の　

周
年
の
際
に
訪
問

10

し
て
協
議
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、

今
後
も
、
継
続
し
て
両
町
の
「
友

好
の
町
」
の
絆
を
深
め
る
こ
と
を

確
認
し
て
き
て
お
り
、
引
き
続
き

町
内
児
童
の
親
善
交
流
を
実
施
し

て
ま
い
り
ま
す
。

千
里
大
学
に
つ
い
て
は
、
近
年

の
高
齢
化
社
会
の
中
で
豊
か
に
充

実
し
た
生
活
を
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
高
齢
者
の
学
習
や
交
流
活
動

も
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

公
民
館
お
よ
び
体
育
施
設
の
整

備
に
つ
い
て
は
、
本
町
初
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
代
表
選
手
を
育
ん
だ
空

知
川
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
ス
並
び
に

金
山
地
区
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
屋
根
な
ど
を
改
修
す
る
予

算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
施
設
管
理
に
つ
い
て
は
、

4
箇
所
の
公
民
館
分
館
と
町
民
体

育
館
や
ス
ポ
ー
ツ
研
修
セ
ン
タ
ー
、

空
知
川
ス
ポ
ー
ツ
リ
ン
ク
ス
に
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
民
間

活
力
に
よ
り
施
設
の
効
果
的
・
効

率
的
な
管
理
運
営
に
努
め
る
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
生
涯
学
習
推
進
体

制
の
整
備
に
係
る
社
会
教
育
主
事

有
資
格
者
の
確
保
の
た
め
、
所
要

の
予
算
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
年
次
計
画
的
に
取
り
進

め
て
お
り
ま
す
学
校
公
務
補
の
直

営
化
に
つ
い
て
、
本
年
度
は
、
落

合
小
学
校
、
南
富
良
野
高
等
学
校

を
計
画
し
て
お
り
、
必
要
な
予
算

を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
に
、
豊
か
な
自
然
と
調
和
す

る
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
と
生

活
安
全
の
強
化
を
め
ざ
す
、
う
る

お
い
の
南
富
良
野
―
快
適
な
生
活

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
。

□
地
域
基
盤
の
整
備

地
域
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

道
路
交
通
網
の
整
備
と
し
て
町
道

幾
寅
鹿
越
線
の
改
良
及
び
舗
装
工

事
を
引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、

旧
公
営
住
宅
幾
寅
団
地
跡
地
な
ど

を
宅
地
分
譲
地
と
し
て
分
譲
す
る

た
め
、
団
地
内
道
路
の
改
良
と
舗

装
整
備
に
必
要
な
予
算
を
計
上
い

た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
町
道
維
持
管
理
に
必
要

な
小
型
ト
ラ
ッ
ク
を
更
新
す
る
た

め
、
所
要
の
予
算
を
計
上
い
た
し

ま
し
た
。

道
々
の
整
備
は
、
落
合
停
車
場

線
の
第
2
架
動
橋
改
良
工
事
の
継

続
と
、
幾
寅
金
山
停
車
場
線
の
金

山
不
二
橋
改
築
工
事
や
石
勝
高
原

幾
寅
線
の
Ｊ
Ｒ
踏
切
付
近
の
調
査

設
計
が
予
定
さ
れ
、
国
道　

号
線

38

で
は
、
幾
寅
松
井
地
区
河
原
地
先

付
近
の
横
断
管
渠
補
修
工
事
と
国

道
2
3
7
号
線
金
山
・
下
金
山
地

区
の
道
路
法
面
補
修
工
事
が
予
定

さ
れ
て
お
り
ま
す
。

北
海
道
横
断
自
動
車
道
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
狩
勝
第
1
ト
ン
ネ

ル
が
1
月
に
貫
通
し
て
お
り
、
本

年　

月
に
は
、
十
勝
清
水
・
ト
マ

11
ム
間
が
開
通
す
る
予
定
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

河
川
整
備
で
は
、
旭
川
開
発
建

設
部
に
よ
り
金
山
地
区
空
知
川
の

立
木
の
伐
開
整
理
作
業
が
予
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
一
体
運

行
に
よ
り
、
利
便
性
確
保
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

□
生
活
環
境
の
整
備

本
年
度
の
重
点
事
業
で
金
山
地

区
に
建
設
さ
れ
る
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
の
平
成　

年
度
開
設
に
向

20

け
、
こ
こ
に
勤
務
す
る
職
員
の
住

宅
を
確
保
す
る
た
め
、
町
内
建
設

業
者
に
よ
り
、
民
間
賃
貸
共
同
住

宅
建
設
促
進
事
業
を
活
用
し
た
1

Ｌ
Ｄ
Ｋ
8
室
1
棟
の
共
同
住
宅
を

下
金
山
・
金
山
地
区
に
3
棟
建
設

す
る
事
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
ま
す
し
、
こ
の
共
同

住
宅
の
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に

対
す
る
助
成
に
つ
い
て
も
所
要
の

予
算
を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

持
家
住
宅
促
進
事
業
に
つ
い
て

も
、
引
き
続
き
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
が
、
本
年
度
が
5
年
間
の

時
限
年
度
と
な
り
ま
す
の
で
、
平

成　

年
度
か
ら
の
制
度
継
続
に
つ

20
い
て
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。水

道
の
整
備
で
は
、
落
合
地
区

う
る
お
い
の
南
富
良
野

快
適
な
生
活
環
境
の
ま
ち
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